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株式会社 川⻄郷の駅（広島県 三次市）

深刻な過疎化と⽣活機能が減少していく中、⼥性や若者など幅広
い住⺠層が積極的に参加し、地域での「⽣きがい」や「やりがい」
が発掘でき、それぞれ住⺠にとって“⽥舎暮らしが楽しい⾥”を実感
できる地域を⽬指すビジョンを策定。ビジョン実現に向け、地域拠
点「川⻄郷の駅」を核とした地域づくりに取り組んでいる。
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概 要

地域拠点である川⻄郷の駅内に平成29年
に直売所を開設。地元農家など約120名が
出品しており、地域内で⽣産される⽶や果
物のほか、季節毎に少量多品⽬の野菜を販
売している。

餅などの加⼯品の製造は、
地域の⼥性など６名が雇⽤
され、⼥性の活躍の場と雇
⽤の創出に貢献している。

⾷堂では令和2年時点で約1
万5千⼈の利⽤者があり、
地区内唯⼀の外⾷施設とし
て親しまれている。また、
⼥性を中⼼とした雇⽤の受
け⽫となっている。
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かしわもち、おはぎ、草餅など、季節ごと
の加⼯品を拠点で販売。また、近隣の⼭で
⿃獣害対策として捕獲された猪⿅⾁を川⻄
地域内で加⼯し販売している。

直売所への出荷額は、オー
プンから３年で１千万円か
ら２千万円に倍増しており
、販売チャネルの増加や農
業所得の向上に繋がってい
る。

広島県三次市の川⻄地区は、５つの集落
からなる典型的な中⼭間農村地域で、⼈⼝
は昭和30年の3,500⼈をピークに平成27
年には1,159⼈に減少。⾼齢化率も46％を
超え、過疎化、⾼齢化が深刻な状況となっ
ていた。

また、地域の⽣活基盤であり拠点機能を
担っていた市役所出張所、農協⽀所、Ａコ
ープ、ガソリンスタンド等が撤退し、住⺠
の⽇常⽣活に⽀障をきたす状況が続く中、
定住条件整備が喫緊の課題となっていた。

購買施設の整備 令和元年度の利⽤者数は
253千⼈でATMの利⽤者も
多く、地域でも重要な役割
を担っている。

住⺠アンケートを実施し、地区内唯⼀のス
ーパーが撤退したことで最も要望の多かっ
たコンビニを運営。

川西地区郷づくり協議会 川⻄郷の駅の⾷堂では、うどんをはじめ、
おむすび、漬物や⼩鉢などを提供。地元産
の⾷材も活⽤し、安全、安⼼な⾷を提供し
ている。
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